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問　　題

　携帯電話が普及し，どこからでも連絡が取れる
ようなったが，その結果，常に携帯電話を手放す
ことが出来ない人や，携帯電話の電池が切れるこ
とを恐れ，常に充電器を持ち歩いている人が現れ
てきた。そして，近年のＩＴの発展により，スマー
トフォンやタブレット端末の発売などで，ネット
通信がいつでもできるようになり，ネットの利用
者が増加している。近年では，携帯電話依存やイ
ンターネット依存の研究もされてきている。
　一般的に何かに熱中することや，何かにはまっ
てしまい，やり続けることは一度は経験している
ことだが，依存は違う。渡辺（1997）によると，
依存とは心理的な安心と肉体的な満足を求めよう
とする行為のことであるが，依存症に関する医学
的な理解や実践は遅れていて，医療関係者の中に
も性格の偏りや弱さ，秩序や法律を無視する無頼
な心によって依存症が生じると思い込んでいる人
も少なくない。また，依存症には数多くの種類が
存在し，アルコール依存症やギャンブル依存症は
有名であるが，アルコール依存のプロセスの研究
として稲富（1992）は，アルコール依存症者は，
常習飲酒を繰り返していくうちに，飲酒による満
足を求める動機付けが増大し，アルコールに対す
る精神依存が形成されていくとしている。また岡
本（2002）は，アルコール依存症には治癒はなく，
断酒し続けることが回復につながるが，その回復
率は 20 ～ 40％にとどまり，その治療はきわめて
難しいものであるとしている。
　アルコール依存と同様のプロセスを経て，携帯
電話に依存する携帯電話依存も形成される。携帯
電話の普及率が高いわが国では常にメールを利用
している若年層による携帯メール依存が問題にな
りつつある（吉田ら，2005）。携帯メール依存に
ついて足立ら（2003）は，大学生は携帯電話を身

近なツールとして考え，コミュニケーションを頻
繁に行うが，コミュニケーションの相手には心理
的に親しみを持ち，依存対象でもある。携帯電話
での頻繁なコミュニケーションの結果，相手への
依存度が高まったかは相互に作用していると考え
るのが妥当である。そして文字によるコミュニ
ケーションは非同期性で一方向的な特性を持つ
が，携帯メールは，受信したことがすぐにわかる
ことから双方向的コミュニケーションになりやす
く，また直接言いにくいことを伝えたり，相手の
都合を考えず自分のペースで連絡できることか
ら，大学生に受け入れられている，と述べてい
る。また吉田ら（2005）によると，携帯電話の
メール依存には，外向性で社会的スキルが高く，
他者とのコミュニケーションが活発であり，メー
ルを多く送信してしまうために日常生活に支障が
出る「外向的メール依存」と，対面でのコミュニ
ケーションが苦手であり，その代替として，非対
面，非同期的な文字コミュニケーションを過度に
用いる「神経症的メール依存」の２つのタイプが
あり，また携帯電話依存をもたらす要因としては
個人を取り囲む社会的ネットワークの影響も考え
られる。大学生の携帯メール依存について仁尾ら

（2009）は，友人関係に対して不安や懸念を抱き，
友人の誘いを断ることが出来ず，友人と意見が異
なる場合に自分の意見を言うことのできない大学
生ほど携帯メールに依存しやすいが，その理由と
して，友人から疎外されることの不安が彼らには
あり，相手からの返事が遅い場合にはこの疎外に
対する不安が強まるために，メールが届いていな
いか頻繁にチェックをしてしまうことが考えられ
る，と述べている。また小田切ら（2009）による
と，メール利用の多い人は一人の時も他者とつな
がっている感覚を持っており，携帯電話に依存す
る形で，相手とのつながりを求めている。
　近年，iPhone などのスマートフォンが発売さ
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れた。発売以前は，インターネットはパソコンか
らしか見られなかったが，発売後は，携帯電話（ス
マートフォン）でもインターネットを見られるよ
うになり，携帯電話依存やメール依存と言われる
ものとは別に，インターネットへの依存がより身
近に存在するようになった。近年「メール依存」
に次いで「ネット依存」という言葉が定着しつつ
あるが，牟田（2005）によれば「２ちゃんねる」
という掲示板で，オンラインゲームにはまり込ん
でしまい学校や会社に行かなくなった人のことを

「ネット依存」と呼び始めたのが最初である。ま
たインターネット依存では死者も出ている。韓国
で 86 時間オンラインゲームをし続けた 24 歳の男
性が死亡しており，中国では 2002 年４月オンラ
インゲームをプレイ中に，興奮死するという事件
も起こっている。死者さえも出てきているネット
依存について春日（2011）は，インターネット依
存とは「インターネットにはまり込んでしまい，
現実の人間関係が乏しくなったり社会的不適応状
態になったりするなど，社会生活に悪影響を及ぼ
す病態」であり，その症状は物質依存と似て「何
よりもインターネットの世界を大切にし，周囲の
人との関係よりもインターネット上の付き合いを
優先させる」ことで，インターネット依存者はイ
ンターネットの使用を止めようとすると禁断症状
を示し，典型的なものはイライラしたり，怒りっ
ぽくなったり，暴力的になったりするが，彼らは
自分が依存しているとは認めようとしないので，
インターネット依存はギャンブル依存や買い物依
存などと同様，行動と行動を起こしているときの
感情に依存する，行動的依存であると述べている。
　同様に鄭（2005）は，ネット依存傾向が高いほ
ど身体的不調が生じやすいこと，ネット依存傾向
の高い者は精神的，身体的健康に影響が現れてい
るにも関わらずネットを求める傾向があり，劣等
感が強く精神的に不適応状態にあることを示して
いる。金（2007）はインターネット依存度の高い
人は孤独感とストレスイベントが高く，現実社会
での人間関係に感情的かつ環境的な問題を抱えて
いる人ほどインターネット依存になりやすいとし
ている。
　また，スマートフォンやタブレット端末が急速
に普及した結果，コンピューターの前に座らなく

てもネットに接続ができるようになっていること
から，コンピューターでのインターネット依存と
は異なり，ネット依存に陥っていることが周囲に
気づきにくくなっていることも問題の一つであ
る。
　インターネットの中でもソーシャルネットワー
キングサービス（social networking service，以
下 SNS）が世界各国で流行っている。SNS とは
人とのつながりを促進・サポートする，コミュニ
ティ型の Web サイトで，友人・知人間のコミュ
ニケーションを円滑にする手段や場，趣味・居住
地域・出身校あるいは「友人の友人」といったつ
ながりを通じて新たな人間関係を構築する場を提
供する会員制のサービスのことである。SNS で
は人と人とのつながりを重視しているので，既存
の会員からの招待がないと会員登録ができないよ
うになっていることがほとんどだが，近年は既存
の会員からの招待がなくても会員になれるサー
ビスもある。日本では，モバゲーや gree，mixi，
facebook，line，twitter といったものが有名であ
る。有名人がやっていることが多く，今までより
も有名人のページに簡単に行きやすくなり，有名
人の情報をチェックできたりする。
　今まで携帯電話依存についての研究では主に
メール依存が対象とされてきた。しかしメールは
主に個人的に仲のいい友人間でしかやりとりでき
ず，逆に人間関係が希薄であったり，友達が少な
かったりする現実を目の当たりにする場合もあ
る。それに対して，携帯電話でのネット接続がで
きるようになって急速に発展した SNS では，自
分の友人ではない人とも知り合いとなることで，
濃厚な人間関係を持っているという幻想の世界を
生きることが可能になる。また日本には以前から
多くの「Web 日記サイト」や「グループウェア
サイト」，「インターネットコミュニティ」があ
り，SNS がその機能を上手に取り込んだことか
ら，そこに SNS の魅力を感じて使用する人が増
加し，益々急速に拡大していると考えられる。春
日（2011）は，ネット依存ではインターネットの
機能の中でもコミュニケーション機能の使用が強
く関連している，と述べているが，多くの人が集
う SNS につながることで，自分にも濃厚な対人
関係があるという幻想を持つ方が，現実と向き合
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うよりはるかに過ごしやすいことから，今やメー
ル依存だけでなく，SNS 依存も存在していると
思われる。
　大学生は自分で時間の調整をして，学校やアル
バイトなどをしているため，うまく時間を使うこ
とができれば，多くの自由な時間を持つことでき
る。しかし田中ら（2007）によると個人差がある
ものの，現在の大学生のほとんどが大学生活の中
での漠然としたものに対して不安を抱えており，
特に日常生活における不安と評価に対する不安は
高く，不安を感じなくなるのは就職など現実に進
む道が見つかった時である。そして藤井（1998）は，
大学生の友人領域の不安が強くなりすぎると，対
人恐怖症や不登校といった「大学不適応」に陥り，
その結果として留年や退学にまで発展するケース
もあること，その原因はさまざまだが，大学の教
師や友人関係に対する不安や学業全般に対する不
安に起因して大学不適応を起こしており，不安を
大学環境から取り除かない限り大学不適応に陥っ
た学生を救うことは難しいと述べている。また粂
原ら（2011）によると，大学生活において居場所
を有していない学生は，大学に居場所を有してい
る学生よりも，大学生活における不安を高く感じ
ている。
　携帯電話依存症やインターネット依存症の人は
会って話をするのではなく，電話やメール，ネッ
トでコミュニケーションをとっている。大学生は
学校にいる間に，ホームルームなどがないため，
一人でいることが必ずある。大学での自由な時間
に所属する場所がなく，友人がいない場合は一人
の時間を過ごすことになり，学校での居場所がな
いという不安を感じやすくなると考えられるが，
その時間にネットを使用することは，その不安を
紛らわせる効果があると思われる。特に，学校に
居場所がない人は自分の居場所を SNS で作って
いるのではないか，現実から目を背けるために
SNS を使用しているではないか，と考えること
ができる。
　本研究においては，ネットと学校の居場所感と
大学生活不安にはどのような関係があり，影響を
与え合っているのかを検討し，またネットの一つ
のサービスである SNS と，それぞれがどのよう
な関係性を保っているかについて検討する。ネッ

トがますます日常生活に浸透していくなかで，
SNS とネット依存との関係について研究するこ
とから，今後の大学生のコミュニケーションにつ
いて新たな見方を見出すことが出来るのではない
かと思われる。

目　　的

　足立ら（2003）の携帯依存の研究によれば，大
学生は携帯電話を身近なツールとして考えてお
り，そのコミュニケーションの相手は心理的に親
しみを持ち依存対象でもあるが，現在では SNS
に代表されるインターネットにその対象が変化し
てきていると考えられる。また現実世界での対人
関係不安とネット依存との間にも関連性があると
思われる。
　そこで本研究では，ネット依存と大学生活不安
の関係性を検討する。その際，粂原ら（2011）が
大学生活において居場所を有していない学生は，
大学に居場所を有している学生よりも，大学生活
における不安を高く感じていると述べていること
から，学校での居場所感も同時に調査し，不安と
ネット依存との関係について検討する。
　調査においては，斉藤（2007）作成の「大学生
における学校の居場所感尺度」と藤井（1998）作
成の「大学生活不安尺度」，菱山（2009）による

「インターネット依存傾向尺度」の 3 つを使用し，
ネット依存に陥っている人は不安も高いのか，と
いったネット依存と大学生活不安，居場所感との
関係性について調査するとともに，ネット依存と
SNS の利用との関係なども検討する。

仮　　説

　仮説 1　大学に居場所感を有していない人ほ
ど，ネット依存傾向が高い。
　粂原ら（2011）は大学において，居場所感を有
していない学生は大学に居場所を有している学生
よりも大学生活における不安を高く感じていると
述べていること，足立ら（2003）は，大学生にとっ
て携帯電話が依存する対象であることを示してい
ること，今や依存対象は携帯電話からインター
ネットに変化していると考えられることから，大
学に居場所を有していない学生は，自分の居場所
をネットに移し，そこに居場所感を感じているた
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めネット依存の傾向が高いのではないかと考えら
れる。
　仮説 2　大学生でネット依存傾向の高い人は，
SNS と呼ばれる，つながりを促進・サポートする，
コミュニティ型のサービスを利用している。
　ネット依存者の中には，ゲームやネットサー
フィンをして，自分の趣味や買い物にネットを
使用している人もあると思われるが，大学生は
SNS を使用して友人の動向を確認したり，新た
な友人を探したりと，つながりを求めてネットを
使用していると考えられる。
　仮説 3　居場所感を有していない人の多くはつ
ながりを求め，過度に SNS を利用している。
　仮説 1 の大学に居場所感を有していない人ほど
ネット依存傾向が高いということと，仮説 2 の
ネット依存傾向の高い人は，SNS を利用してい
ることの両方が支持されれば，居場所感を有し
ていない人の多くはつながりを求めて，過度に
SNS を利用していることになる。また SNS の利
用方法には性差があるのではないかと考えられ
る。SNS を多く利用している女性は日記やつぶ
やきの機能を多く利用し，男性はゲームをしてい
るのではないかと考えられるが，いずれも居場所
感を有していない人は SNS 内に居場所を見出し
ていると考えられる。

方　　法

調査対象
　K 大学に在籍する大学生に質問紙調査を行っ
た。実施時期は，2012 年 12 月，授業時間に質問
紙を配布，回収した。回答時間は 15 分程度であっ
た。
質問項目
　回答者にはフェイスシートで年齢，性別，ク
ラブに入っているかどうか，SNS のモバゲー，
gree，mixi，facebook，line，twitter のうち使用
しているもの，パソコンか携帯電話どちらから
SNS を使用しているか，SNS の使用頻度，クラ
ブやサークルに参加しているかどうか，一人暮ら
しかどうかについて記入してもらった。質問項目
にはインターネット依存尺度（菱山　2009：48
項目　5 件法），大学生における学校の居場所感
尺度（斉藤　2007：15 項目　6 件法）。大学生活

不安尺度（藤井　1988：32 項目　2 件法）を利用
した。
　インターネット依存尺度は 1 因子構成で，イン
ターネット依存傾向尺度（48 項目，例；インター
ネットを長時間使用したために，家事や食事をお
ろそかにしたことがある）からなる尺度である。
教示は「以下の質問はインターネットの使用に関
するものです。インターネットには SNS やネッ
ト，オンラインゲームを含みます。あなたにとっ
てどれくらい当てはまるかを，次の 1 ～ 5 の中
から 1 つ選んで○印をつけてください。」であっ
た。逆転項目は 27.「コンピューターと接するよ
り，人と接する方が楽しい」と 41.「インターネッ
トを使用できない状況が続いても，不安にならな
い」，47.「もしインターネットがなくなっても，
時間をもてあますとは思えない」であった。
　大学生における学校の居場所感尺度は 2 因子構
成で，第 1 因子は肯定的心理状態（12 項目，例；
やりがいや満足感を感じる）で，第 2 因子は価値
観の共有（3 項目，例；自分のことを気にかけて
くれる人がいる）からなる尺度であった。教示
は「あなたが学校にいるときに，次のことをどの
程度感じるか，次の 1 ～ 6 の中から 1 つ選んで
○印をしてください。」であった。逆転項目は，
12.「孤独感を感じる」であった。
　大学生活不安尺度は 3 因子構成で，第 1 因子「日
常生活不安」（14 項目，例；4 年間で卒業できる
のか，不安です。），第 2 因子「評価不安」（11 項
目，例；大学の成績のことを考えると，憂鬱です。），
第 3 因子「大学不適応」（5 項目，例；できるこ
となら，転学あるいは転部したくて仕方ありあり
ません。）からなる。教示は「学校生活に関して，
次の文章はあなたに当てはまりますか。あてはま
れば「はい」，当てはまらなければ「いいえ」に
○印をつけてください。」であった。

結　　果

　153名（男性92名，女性61名，平均年齢20.04歳）
から回答を得たが，有効回答数は 140 名であった。
付表１は男女別の平均と標準偏差である。年齢の
平均は全員では 20.04 歳，男性は 20.12 歳，女性
は 19.93 歳であった。
　表 1 はインターネット依存尺度・居場所感尺度
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うよりはるかに過ごしやすいことから，今やメー
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の時間を過ごすことになり，学校での居場所がな
いという不安を感じやすくなると考えられるが，
その時間にネットを使用することは，その不安を
紛らわせる効果があると思われる。特に，学校に
居場所がない人は自分の居場所を SNS で作って
いるのではないか，現実から目を背けるために
SNS を使用しているではないか，と考えること
ができる。
　本研究においては，ネットと学校の居場所感と
大学生活不安にはどのような関係があり，影響を
与え合っているのかを検討し，またネットの一つ
のサービスである SNS と，それぞれがどのよう
な関係性を保っているかについて検討する。ネッ

トがますます日常生活に浸透していくなかで，
SNS とネット依存との関係について研究するこ
とから，今後の大学生のコミュニケーションにつ
いて新たな見方を見出すことが出来るのではない
かと思われる。
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　足立ら（2003）の携帯依存の研究によれば，大
学生は携帯電話を身近なツールとして考えてお
り，そのコミュニケーションの相手は心理的に親
しみを持ち依存対象でもあるが，現在では SNS
に代表されるインターネットにその対象が変化し
てきていると考えられる。また現実世界での対人
関係不安とネット依存との間にも関連性があると
思われる。
　そこで本研究では，ネット依存と大学生活不安
の関係性を検討する。その際，粂原ら（2011）が
大学生活において居場所を有していない学生は，
大学に居場所を有している学生よりも，大学生活
における不安を高く感じていると述べていること
から，学校での居場所感も同時に調査し，不安と
ネット依存との関係について検討する。
　調査においては，斉藤（2007）作成の「大学生
における学校の居場所感尺度」と藤井（1998）作
成の「大学生活不安尺度」，菱山（2009）による
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ネット依存に陥っている人は不安も高いのか，と
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SNS の利用との関係なども検討する。
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ど，ネット依存傾向が高い。
　粂原ら（2011）は大学において，居場所感を有
していない学生は大学に居場所を有している学生
よりも大学生活における不安を高く感じていると
述べていること，足立ら（2003）は，大学生にとっ
て携帯電話が依存する対象であることを示してい
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めネット依存の傾向が高いのではないかと考えら
れる。
　仮説 2　大学生でネット依存傾向の高い人は，
SNS と呼ばれる，つながりを促進・サポートする，
コミュニティ型のサービスを利用している。
　ネット依存者の中には，ゲームやネットサー
フィンをして，自分の趣味や買い物にネットを
使用している人もあると思われるが，大学生は
SNS を使用して友人の動向を確認したり，新た
な友人を探したりと，つながりを求めてネットを
使用していると考えられる。
　仮説 3　居場所感を有していない人の多くはつ
ながりを求め，過度に SNS を利用している。
　仮説 1 の大学に居場所感を有していない人ほど
ネット依存傾向が高いということと，仮説 2 の
ネット依存傾向の高い人は，SNS を利用してい
ることの両方が支持されれば，居場所感を有し
ていない人の多くはつながりを求めて，過度に
SNS を利用していることになる。また SNS の利
用方法には性差があるのではないかと考えられ
る。SNS を多く利用している女性は日記やつぶ
やきの機能を多く利用し，男性はゲームをしてい
るのではないかと考えられるが，いずれも居場所
感を有していない人は SNS 内に居場所を見出し
ていると考えられる。

方　　法

調査対象
　K 大学に在籍する大学生に質問紙調査を行っ
た。実施時期は，2012 年 12 月，授業時間に質問
紙を配布，回収した。回答時間は 15 分程度であっ
た。
質問項目
　回答者にはフェイスシートで年齢，性別，ク
ラブに入っているかどうか，SNS のモバゲー，
gree，mixi，facebook，line，twitter のうち使用
しているもの，パソコンか携帯電話どちらから
SNS を使用しているか，SNS の使用頻度，クラ
ブやサークルに参加しているかどうか，一人暮ら
しかどうかについて記入してもらった。質問項目
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した。
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ターネット依存傾向尺度（48 項目，例；インター
ネットを長時間使用したために，家事や食事をお
ろそかにしたことがある）からなる尺度である。
教示は「以下の質問はインターネットの使用に関
するものです。インターネットには SNS やネッ
ト，オンラインゲームを含みます。あなたにとっ
てどれくらい当てはまるかを，次の 1 ～ 5 の中
から 1 つ選んで○印をつけてください。」であっ
た。逆転項目は 27.「コンピューターと接するよ
り，人と接する方が楽しい」と 41.「インターネッ
トを使用できない状況が続いても，不安にならな
い」，47.「もしインターネットがなくなっても，
時間をもてあますとは思えない」であった。
　大学生における学校の居場所感尺度は 2 因子構
成で，第 1 因子は肯定的心理状態（12 項目，例；
やりがいや満足感を感じる）で，第 2 因子は価値
観の共有（3 項目，例；自分のことを気にかけて
くれる人がいる）からなる尺度であった。教示
は「あなたが学校にいるときに，次のことをどの
程度感じるか，次の 1 ～ 6 の中から 1 つ選んで
○印をしてください。」であった。逆転項目は，
12.「孤独感を感じる」であった。
　大学生活不安尺度は 3 因子構成で，第 1 因子「日
常生活不安」（14 項目，例；4 年間で卒業できる
のか，不安です。），第 2 因子「評価不安」（11 項
目，例；大学の成績のことを考えると，憂鬱です。），
第 3 因子「大学不適応」（5 項目，例；できるこ
となら，転学あるいは転部したくて仕方ありあり
ません。）からなる。教示は「学校生活に関して，
次の文章はあなたに当てはまりますか。あてはま
れば「はい」，当てはまらなければ「いいえ」に
○印をつけてください。」であった。

結　　果

　153名（男性92名，女性61名，平均年齢20.04歳）
から回答を得たが，有効回答数は 140 名であった。
付表１は男女別の平均と標準偏差である。年齢の
平均は全員では 20.04 歳，男性は 20.12 歳，女性
は 19.93 歳であった。
　表 1 はインターネット依存尺度・居場所感尺度
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および大学生活不安尺度の平均，標準偏差，中央
値を示している。インターネット依存尺度の平均
は 3.57，標準偏差が 0.72，中央値は 3.60 であった。
居場所感尺度の平均は 3.34，標準偏差が 3.00，中
央値は 3.00 であった。大学生活不安尺度の平均
は 0.51，標準偏差が 1.00，中央値が 0.50 であった。

　またインターネット依存尺度で中央値より数値
の高い人をインターネット依存傾向の高い人とし
たが，有効回答数の 140 名の中でインターネット
依存傾向の高い人は 75 名であった。男女別ネッ
ト依存と居場所感と大学生活不安の平均，標準偏
差は付表 2 に示されている。
　次に，インターネット依存尺度と大学生におけ
る居場所感尺度，大学生活不安尺度の各項目に関
して相関関係の分析を行った。
　表 2 は，ネット依存傾向と学校の居場所感，大
学生活不安との相関関係を示したものである。相
関関係を分析した結果，インターネット依存傾向
と大学生活不安との間には，r=-.206，p<.01 とや

や弱い有意な負の相関が見られた。次にインター
ネット依存傾向と学校の居場所感の相関関係は，
r=-.007 で有意ではなかった。学校の居場所感と
大学生活不安の相関関係は，r=.106 で有意では
なかった。
　一方，フェイスシートの質問との相関関係を分
析した結果，インターネット依存傾向と利用して
いる SNS 数，大学生活不安と利用している SNS
数の間には有意な相関は見られなかった（r=.044，
r=-.119）が，学校の居場所感と利用している
SNS 数の間には r=-.262，p<0.01 で有意な負の相
関が見られた。また学校の居場所感と SNS の利
用頻度の間には，r=-.273，p<0.01 で有意な負の
相関が見られた。
　性差については，インターネット依存尺度と大
学生における居場所感尺度，大学生活不安尺度
の各項目の男女別の平均値について t 検定を行っ
た。ネット依存と大学生活不安については，それ
ぞれ t（53）＝.235，t（53）＝.723 で有意差は見られ
なかった。一方居場所感については，t（53）＝ 2.132
で，p<.05 で有意に女性の方が低かった。
　インターネット依存傾向の高い 75 名のうち 65
名が SNS 利用者であった。表 3 は男女別 SNS の
登録個数である。一番多かったのが女性の 4 個の
サイトに登録している人の 11 人で，一番少なかっ

表１　ネット依存と居場所感と大学生活不安の基礎統計量

表２　ネット依存・学校の居場所感・大学生活不安・SNS数の相関関係

表３　男女別，SNSのサイトの登録数

表４　ネット依存傾向の高い人のSNS利用目的

*  p<0.05   **  p<0.01

24

たのが，男性では 6 個，女性では 0 個と 7 個のサ
イトに登録している人の 0 人であった。
　表 4 はインターネット依存傾向尺度において，
インターネット依存傾向の高い人 75 名の SNS で
の利用目的を示している。ネット依存傾向の高い
人の中で最も多かったのは「つぶやき」を目的と
してSNSを利用している者で，75人中40人であっ
た。次いで多かったのが「ゲーム」で 75 人中 16
人，75 人中 10 人は SNS を利用していなかった。

「その他」と回答した 75 人中 5 人の内訳は「人の
日記やつぶやきを見ているだけ」が 3 人，「コメ
ントでしか参加しない」が 2 人であった。
　表 5 は男女別インターネット依存傾向の高い人
の SNS 利用目的を示したものである。インター
ネット依存傾向尺度の中のインターネット依存傾
向の高い人 75 人（男性 45 名，女性 30 名）の性
別を分けて SNS での利用目的を示している。男
女とも最もよく利用しているものは（男性は 16
人，女性は 24 人）「つぶやき」であった。男性に
おいては「ゲーム」が 2 番目で 14 名が利用して
おり，女性の 2 番目は「日記」と「ゲーム」で各
2名であった。男性で次に多かったのはSNSを「利
用していない」（9 名）であったが，女性では「利
用していない」は 1 人しかいなかった。

考　　察

　本研究の目的は，ネット依存と大学生活不安と
の関係について検討することであった。その際，
粂原ら（2011）が大学生活において居場所を有し
ていない学生は，大学に居場所を有している学生
よりも，大学生活における不安を高く感じている
としていることから，学校の居場所感とネット依
存の関係も調査した。斉藤（2007）の作成の「大
学生における学校の居場所感尺度」と藤井（1998）
の作成の「大学生活不安尺度」，菱山（2009）に
よる「インターネット依存傾向尺度」の 3 尺度を
使用し，ネット依存と大学生活不安，居場所感で
の関係性について，ネット依存に陥っている人は

不安が高いのか，居場所感は低いのかを調査し，
同時に SNS を利用しているのかなども検証した。
　仮説 1 の「大学に居場所感を有していない人ほ
ど，ネット依存傾向が高い」については，インター
ネット依存傾向尺度と学校の居場所感尺度の相関
関係は有意ではなく，仮説１は支持されなかった。
　仮説 2 の「大学生でネット依存傾向の高い人は，
SNS と呼ばれる，つながりを促進・サポートす
る，コミュニティ型のサービスを利用している」
については，インターネット依存傾向の高い人は
75 名であり，その中の 65 名が SNS 利用者であっ
た。これはインターネット依存傾向の高い人の約
90％にあたることになり，仮説 2 は支持された。
また，インターネット依存傾向の高い人の中で，
2 つ以上の SNS のサイトを利用している人が 75
名中 56 名であるのに対し，1 つ以下の人は 19 名
であった。牟田（2005）が指摘するように，オン
ラインゲームにはまり込んで，学校や会社に行か
なくなった人が「ネット依存」ということはなく，
今や学校や会社にいながらも携帯電話でインター
ネットや SNS を利用する，表面には現れないよ
うなインターネット依存があると考えられる。
　仮説 3 は仮説 1 で大学に居場所感を有していな
い人ほど，ネット依存傾向が高いこと，仮説 2 で
ネット依存傾向の高い人は，SNS を利用してい
ることの両方に相関があれば，居場所感を有して
いない人の多くはつながりを求めて過度の SNS
の利用をしていることになったが，仮説 1 が支持
されなかったため，仮説 3 は支持されなかった。
また，相関関係を分析した結果，インターネット
依存傾向と大学生活不安との間にはやや弱い負の
相関が見られ，有意であったことから，インター
ネット依存傾向は，居場所感が低い人よりも，大
学生活不安が低い人に強く現れることが分かっ
た。
　以下，全体の結果について考察する。
　まず，インターネット依存傾向と大学生活不安
の間にはやや弱い有意な負の相関が見られ，大学

表５　男女別ネット依存傾向の高い人のSNS利用目的
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および大学生活不安尺度の平均，標準偏差，中央
値を示している。インターネット依存尺度の平均
は 3.57，標準偏差が 0.72，中央値は 3.60 であった。
居場所感尺度の平均は 3.34，標準偏差が 3.00，中
央値は 3.00 であった。大学生活不安尺度の平均
は 0.51，標準偏差が 1.00，中央値が 0.50 であった。

　またインターネット依存尺度で中央値より数値
の高い人をインターネット依存傾向の高い人とし
たが，有効回答数の 140 名の中でインターネット
依存傾向の高い人は 75 名であった。男女別ネッ
ト依存と居場所感と大学生活不安の平均，標準偏
差は付表 2 に示されている。
　次に，インターネット依存尺度と大学生におけ
る居場所感尺度，大学生活不安尺度の各項目に関
して相関関係の分析を行った。
　表 2 は，ネット依存傾向と学校の居場所感，大
学生活不安との相関関係を示したものである。相
関関係を分析した結果，インターネット依存傾向
と大学生活不安との間には，r=-.206，p<.01 とや

や弱い有意な負の相関が見られた。次にインター
ネット依存傾向と学校の居場所感の相関関係は，
r=-.007 で有意ではなかった。学校の居場所感と
大学生活不安の相関関係は，r=.106 で有意では
なかった。
　一方，フェイスシートの質問との相関関係を分
析した結果，インターネット依存傾向と利用して
いる SNS 数，大学生活不安と利用している SNS
数の間には有意な相関は見られなかった（r=.044，
r=-.119）が，学校の居場所感と利用している
SNS 数の間には r=-.262，p<0.01 で有意な負の相
関が見られた。また学校の居場所感と SNS の利
用頻度の間には，r=-.273，p<0.01 で有意な負の
相関が見られた。
　性差については，インターネット依存尺度と大
学生における居場所感尺度，大学生活不安尺度
の各項目の男女別の平均値について t 検定を行っ
た。ネット依存と大学生活不安については，それ
ぞれ t（53）＝.235，t（53）＝.723 で有意差は見られ
なかった。一方居場所感については，t（53）＝ 2.132
で，p<.05 で有意に女性の方が低かった。
　インターネット依存傾向の高い 75 名のうち 65
名が SNS 利用者であった。表 3 は男女別 SNS の
登録個数である。一番多かったのが女性の 4 個の
サイトに登録している人の 11 人で，一番少なかっ

表１　ネット依存と居場所感と大学生活不安の基礎統計量

表２　ネット依存・学校の居場所感・大学生活不安・SNS数の相関関係

表３　男女別，SNSのサイトの登録数

表４　ネット依存傾向の高い人のSNS利用目的

*  p<0.05   **  p<0.01
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たのが，男性では 6 個，女性では 0 個と 7 個のサ
イトに登録している人の 0 人であった。
　表 4 はインターネット依存傾向尺度において，
インターネット依存傾向の高い人 75 名の SNS で
の利用目的を示している。ネット依存傾向の高い
人の中で最も多かったのは「つぶやき」を目的と
してSNSを利用している者で，75人中40人であっ
た。次いで多かったのが「ゲーム」で 75 人中 16
人，75 人中 10 人は SNS を利用していなかった。

「その他」と回答した 75 人中 5 人の内訳は「人の
日記やつぶやきを見ているだけ」が 3 人，「コメ
ントでしか参加しない」が 2 人であった。
　表 5 は男女別インターネット依存傾向の高い人
の SNS 利用目的を示したものである。インター
ネット依存傾向尺度の中のインターネット依存傾
向の高い人 75 人（男性 45 名，女性 30 名）の性
別を分けて SNS での利用目的を示している。男
女とも最もよく利用しているものは（男性は 16
人，女性は 24 人）「つぶやき」であった。男性に
おいては「ゲーム」が 2 番目で 14 名が利用して
おり，女性の 2 番目は「日記」と「ゲーム」で各
2名であった。男性で次に多かったのはSNSを「利
用していない」（9 名）であったが，女性では「利
用していない」は 1 人しかいなかった。

考　　察

　本研究の目的は，ネット依存と大学生活不安と
の関係について検討することであった。その際，
粂原ら（2011）が大学生活において居場所を有し
ていない学生は，大学に居場所を有している学生
よりも，大学生活における不安を高く感じている
としていることから，学校の居場所感とネット依
存の関係も調査した。斉藤（2007）の作成の「大
学生における学校の居場所感尺度」と藤井（1998）
の作成の「大学生活不安尺度」，菱山（2009）に
よる「インターネット依存傾向尺度」の 3 尺度を
使用し，ネット依存と大学生活不安，居場所感で
の関係性について，ネット依存に陥っている人は

不安が高いのか，居場所感は低いのかを調査し，
同時に SNS を利用しているのかなども検証した。
　仮説 1 の「大学に居場所感を有していない人ほ
ど，ネット依存傾向が高い」については，インター
ネット依存傾向尺度と学校の居場所感尺度の相関
関係は有意ではなく，仮説１は支持されなかった。
　仮説 2 の「大学生でネット依存傾向の高い人は，
SNS と呼ばれる，つながりを促進・サポートす
る，コミュニティ型のサービスを利用している」
については，インターネット依存傾向の高い人は
75 名であり，その中の 65 名が SNS 利用者であっ
た。これはインターネット依存傾向の高い人の約
90％にあたることになり，仮説 2 は支持された。
また，インターネット依存傾向の高い人の中で，
2 つ以上の SNS のサイトを利用している人が 75
名中 56 名であるのに対し，1 つ以下の人は 19 名
であった。牟田（2005）が指摘するように，オン
ラインゲームにはまり込んで，学校や会社に行か
なくなった人が「ネット依存」ということはなく，
今や学校や会社にいながらも携帯電話でインター
ネットや SNS を利用する，表面には現れないよ
うなインターネット依存があると考えられる。
　仮説 3 は仮説 1 で大学に居場所感を有していな
い人ほど，ネット依存傾向が高いこと，仮説 2 で
ネット依存傾向の高い人は，SNS を利用してい
ることの両方に相関があれば，居場所感を有して
いない人の多くはつながりを求めて過度の SNS
の利用をしていることになったが，仮説 1 が支持
されなかったため，仮説 3 は支持されなかった。
また，相関関係を分析した結果，インターネット
依存傾向と大学生活不安との間にはやや弱い負の
相関が見られ，有意であったことから，インター
ネット依存傾向は，居場所感が低い人よりも，大
学生活不安が低い人に強く現れることが分かっ
た。
　以下，全体の結果について考察する。
　まず，インターネット依存傾向と大学生活不安
の間にはやや弱い有意な負の相関が見られ，大学

表５　男女別ネット依存傾向の高い人のSNS利用目的
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生活不安の低い人がインターネット依存傾向が高
いという結果になった。インターネットに依存し
ていない人ほど大学生活に不安を抱えているの
は，インターネットではどうしようもない不安を
抱えているからなのか，逆にインターネットに
よって不安を紛らわせることをしないため，不安
が高く現れるのか不明である。
　一方学校の居場所感と大学生活不安の相関関係
は有意ではなく，大学生活不安は居場所感が低い
ことに直接かかわるものではなかった。学校の居
場所感について考察する際には，これと利用して
いる SNS 数，利用頻度の関係が一つの手掛かり
になると考えられる。学校の居場所感と利用して
いる SNS 数，利用頻度の間には負の有意な相関
が見られたことから，学校に居場所がないと思っ
ている人ほど様々な SNS を頻繁に使用している
と言える。その理由は，彼らは昔からの友人など
のつぶやきを見たりコメントをしたり，自分のつ
ぶやきに対するコメントの書き込みを待っていた
りすることで，SNS 内に自分の居場所を作って
いるからだと考えられる。もっとも多い場合には
７つの SNS のサイトに登録していた例があった
が，現実の大学生活では得られていない，自分の
居場所確保のために SNS の利用数や頻度が大幅
に増えると考えられる。このこととネット依存傾
向と不安の関係を考え合わせると，やはりイン
ターネットに依存し，ネット世界に居場所を作る
ことによって，大学に居場所がなくても大学生活
不安を紛らわせて過ごせている可能性は否めない
だろう。
　同時に，インターネット依存傾向が高い人の
うち，2 つ以上の SNS の利用者は男性 31 名，女
性 26 名で，ネット依存傾向が高い人には SNS の
複数利用が特徴として見られた。2 つ以上の SNS
に登録すると，友達の状況がより確認しやすく
なったり，ゲームの種類が多くなったりと，利用
方法が大幅に広がる。彼らの大学生活不安が低い
ことも考えると，SNS が不適応感の軽減に利用
されていることが想像された。
　また男女別にインターネット依存傾向の高い人
の SNS 利用について検討すると，男性では SNS
を利用していない人が 5 名なのに対して女性で
は 0 名で，全員 SNS を利用していた。すなわち，

女性のインターネット依存傾向の高い人は SNS
のサイトを利用していることになる。また使用目
的について検討した結果，男女で SNS の利用目
的がはっきりと違うという結果になった。男女と
も１番は「つぶやき」が目的で，この機能を利用
することで，自分が学校で今何をしているかをみ
んなにわかってもらいたいなど，つながりを求め
て SNS を利用していると思われた。しかし男性
においては「ゲーム」利用が 2 番目で，女性では
2 番目が「日記」と「ゲーム」であったことから，
男性は SNS の利用目的としてゲームが多く，女
性よりもゲームにのめり込んでしまい，SNS の
中のゲーム依存に近い状態になっていると考えら
れた。また女性は一日の出来事をしっかり書き残
したい，自分の友達とその一日の出来事を共有し
たいという考えから日記を書き，暇つぶしのツー
ルとしてゲームをしているのではないかと考えら
れた。一方男性で 3 番目に多かったのは SNS の
利用は「していない」であった。SNS は利用し
ないがインターネット依存傾向が高い人が男性に
おいては存在したが，こういった人は SNS や携
帯電話の依存ではなく，コンピューターを利用し
たオンラインゲーム依存である可能性があると思
われる。しかし鄭・野島（2008）は「私はネット
依存傾向だ」という自覚は，インターネット依存
傾向がない人の方がむしろ強く持っているとして
いることから，ゲーム依存ではなく，インターネッ
トに依存しているという強い自覚の結果，SNS
の使用を控えている可能性も考えられる。
　以上を踏まえ，大学生にとって身近なツールで
あった携帯電話のメールへの依存は，今や SNS
などのインターネット依存へと移り変わっている
のではないかと考えられた。そして SNS の方が，
現実を踏まえた双方向コミュニケーションとなる
メールよりも，漠然とつながっているという感覚
が持てる上，ゲームなどの機能も合わせ持つため，
大学生活不安や居場所感の無さを埋める効果があ
るが，それが現実世界での不適応を改善する効果
があるかどうかについては不確定であると考えら
れた。

今後の課題

　本研究では質問紙を用いて，インターネット依
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存尺度，学校での居場所感尺度，大学生活不安尺
度に関する質問に回答させ，その関連について検
討した。その結果，「インターネット依存」と「大
学生活不安」には負の相関が認められた。質問紙
以外の方法である面接法などで，今までの携帯電
話のインターネット使用に関することを思いだし
てから回答する方法を用いていれば，より有意な
結果が得られたのではないかと考えられた。
　また携帯電話とインターネットが密接に関係し
ていることを踏まえた質問紙や，SNS を対象と
した質問紙の作成などを行うことにより，より正
確なデータが得られるのではないかと考えられ
た。
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生活不安の低い人がインターネット依存傾向が高
いという結果になった。インターネットに依存し
ていない人ほど大学生活に不安を抱えているの
は，インターネットではどうしようもない不安を
抱えているからなのか，逆にインターネットに
よって不安を紛らわせることをしないため，不安
が高く現れるのか不明である。
　一方学校の居場所感と大学生活不安の相関関係
は有意ではなく，大学生活不安は居場所感が低い
ことに直接かかわるものではなかった。学校の居
場所感について考察する際には，これと利用して
いる SNS 数，利用頻度の関係が一つの手掛かり
になると考えられる。学校の居場所感と利用して
いる SNS 数，利用頻度の間には負の有意な相関
が見られたことから，学校に居場所がないと思っ
ている人ほど様々な SNS を頻繁に使用している
と言える。その理由は，彼らは昔からの友人など
のつぶやきを見たりコメントをしたり，自分のつ
ぶやきに対するコメントの書き込みを待っていた
りすることで，SNS 内に自分の居場所を作って
いるからだと考えられる。もっとも多い場合には
７つの SNS のサイトに登録していた例があった
が，現実の大学生活では得られていない，自分の
居場所確保のために SNS の利用数や頻度が大幅
に増えると考えられる。このこととネット依存傾
向と不安の関係を考え合わせると，やはりイン
ターネットに依存し，ネット世界に居場所を作る
ことによって，大学に居場所がなくても大学生活
不安を紛らわせて過ごせている可能性は否めない
だろう。
　同時に，インターネット依存傾向が高い人の
うち，2 つ以上の SNS の利用者は男性 31 名，女
性 26 名で，ネット依存傾向が高い人には SNS の
複数利用が特徴として見られた。2 つ以上の SNS
に登録すると，友達の状況がより確認しやすく
なったり，ゲームの種類が多くなったりと，利用
方法が大幅に広がる。彼らの大学生活不安が低い
ことも考えると，SNS が不適応感の軽減に利用
されていることが想像された。
　また男女別にインターネット依存傾向の高い人
の SNS 利用について検討すると，男性では SNS
を利用していない人が 5 名なのに対して女性で
は 0 名で，全員 SNS を利用していた。すなわち，

女性のインターネット依存傾向の高い人は SNS
のサイトを利用していることになる。また使用目
的について検討した結果，男女で SNS の利用目
的がはっきりと違うという結果になった。男女と
も１番は「つぶやき」が目的で，この機能を利用
することで，自分が学校で今何をしているかをみ
んなにわかってもらいたいなど，つながりを求め
て SNS を利用していると思われた。しかし男性
においては「ゲーム」利用が 2 番目で，女性では
2 番目が「日記」と「ゲーム」であったことから，
男性は SNS の利用目的としてゲームが多く，女
性よりもゲームにのめり込んでしまい，SNS の
中のゲーム依存に近い状態になっていると考えら
れた。また女性は一日の出来事をしっかり書き残
したい，自分の友達とその一日の出来事を共有し
たいという考えから日記を書き，暇つぶしのツー
ルとしてゲームをしているのではないかと考えら
れた。一方男性で 3 番目に多かったのは SNS の
利用は「していない」であった。SNS は利用し
ないがインターネット依存傾向が高い人が男性に
おいては存在したが，こういった人は SNS や携
帯電話の依存ではなく，コンピューターを利用し
たオンラインゲーム依存である可能性があると思
われる。しかし鄭・野島（2008）は「私はネット
依存傾向だ」という自覚は，インターネット依存
傾向がない人の方がむしろ強く持っているとして
いることから，ゲーム依存ではなく，インターネッ
トに依存しているという強い自覚の結果，SNS
の使用を控えている可能性も考えられる。
　以上を踏まえ，大学生にとって身近なツールで
あった携帯電話のメールへの依存は，今や SNS
などのインターネット依存へと移り変わっている
のではないかと考えられた。そして SNS の方が，
現実を踏まえた双方向コミュニケーションとなる
メールよりも，漠然とつながっているという感覚
が持てる上，ゲームなどの機能も合わせ持つため，
大学生活不安や居場所感の無さを埋める効果があ
るが，それが現実世界での不適応を改善する効果
があるかどうかについては不確定であると考えら
れた。

今後の課題

　本研究では質問紙を用いて，インターネット依
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存尺度，学校での居場所感尺度，大学生活不安尺
度に関する質問に回答させ，その関連について検
討した。その結果，「インターネット依存」と「大
学生活不安」には負の相関が認められた。質問紙
以外の方法である面接法などで，今までの携帯電
話のインターネット使用に関することを思いだし
てから回答する方法を用いていれば，より有意な
結果が得られたのではないかと考えられた。
　また携帯電話とインターネットが密接に関係し
ていることを踏まえた質問紙や，SNS を対象と
した質問紙の作成などを行うことにより，より正
確なデータが得られるのではないかと考えられ
た。
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　本テーマを選択したのは，筆者自身が 4 月から
高齢者福祉施設の介護職員として働くので，少し
でも高齢者について知っておきたかったからであ
る。筆者は就職活動で複数の福祉施設を訪れる機
会があり，高齢者と接することが多かった。そこ
で，2025 年（平成 37 年）には高齢者人口がピー
クになり人口の約 3 分の 1 が 65 歳以上の高齢者
になると言われている高齢化社会にはどのような
問題があり，そのことが人間の心にどのような影
響を与えるのか，それはどうしてかについて考え
ることにした。
　日本の総人口は 2011 年（平成 23 年）の時点で
1 億 2,780 万人，そのうち 65 歳以上の高齢者人口
は過去最高の 2,975 万人（前年 2,925 万人）であり，
その総人口に占める割合（高齢化率）は 23.3％

（前年 23.0％）となった。今後，高齢者が増え続
け，2025 年（平成 37 年）のピークでは 3,500 万人，
総人口の 35,3％になると予想されている。それに
対して，総人口は 2026 年（平成 38 年）には 1 億 
2,000 万人を下回った後も減少を続け，2048 年（平
成 60 年）には 1 億人を割り 9,913 万人，2060 年（平
成 72 年）には 8,674 万人になるらしい。
　表題にもかかわらず，とくに以下の「若者に与
える影響」で取り上げたのは高齢化社会における
社会経済的問題が主で，その下で暮らす若者の心
理学的問題については掘り下げることができてい
ない。力不足のためだが，お断りしておく。

高齢者の心に与える影響

１．孤独死への不安　2011 年に孤独死した高齢
者の数は，1 万 5,000 人超だと言われている（ニッ
セイ，2011 年）。近年，注目されている孤独死は
高齢者に起こりやすいが，夫婦で生活している分
にはその心配はない。配偶者が亡くなったあと，
一人暮らしになってしまった場合に現実味を帯び
てくる。最近の高齢者は，子どもから一緒に暮ら

そうと言われても迷惑がかかるからと，一人暮ら
しを続けることが少なくないようだ。そして，誤っ
て階段から転がり落ちて頭を打ったときでも，地
域の人たちとの親交がなかった場合は助けにきて
もらえず，時間が経って亡くなってしまうような
事例も珍しくない。孤独死は，そういう条件がそ
ろったときに起こりうるのだ。

２．単独世帯の増加　図 1 は全世帯数に占める世
帯種類別構成比推移である（国民生活基礎調査，
2008）。
　核家族世帯が多いが，昔に比べれば若干増えて
いる程度である。それに対して，近年，大幅に減
少しているのが三世代世帯である。三世代世帯は
減っているのに核家族はあまり増えていないのだ
が，その秘密は単独世帯の増加にある。つまり，
高齢者は三世代ではなく，単独で住んでいる方が
はるかに多くなっているのである。
　全日本民医連による「一人暮らしの高齢者イン
タビュー」（2011）には，「『幼いころに父親と死別。
他家の養子になり，実母は再婚』，『農家に生まれ，
都会に稼ぎに出てまもなく両親が死去。弟たちを
育てた』など，“家族との死別”や“幼少期から
の貧困”を経験していたり，『配偶者の借金や暴
力から逃げたので，親族との連絡も絶っている』，

『一度嫁いだが離婚。同居していた姉が死去』な
ど，結婚が破綻し今に至っていたケースがありま
した。また，『一流企業勤めで結婚もしていたが，
ケガで障害を負い，職も家族も失った』，『大型工
事の技能者で海外の現場にもかり出されていた
が，五〇代で仕事がなくなった。転職直後に病気
で働けなくなった』など，社会で活躍していたが，
病気や障害をきっかけに仕事や家族を失った人も
いました。」とある。これらは高齢者が一人暮ら
しをしている理由のごく一部だが，いずれも致し
方なく結果的に単独世帯になっている。それとは

高齢化社会が人間の心に与える影響

河原畑佑基　
（川畑　隆ゼミ）


